
MX ベルトテンション

調整手順  

AUTOMATIC LABELING SYSTEM 

LA-8 シリーズ 

 警告 
 

本機を末永くお使いいただくために、またトラブルや

故障を未然に防ぐためにも、日常のお手入れが必

要です。作業終了後は、毎日清掃して常に清潔に

保つようにしてください。 
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MX ベルトテンションを調整する 

警告 

⚫ 調整を行う前に、コンベヤーの電源スイッチを切ってください。ラベラーの駆動部やコンベヤーベルト

に、手を巻き込まれる可能性があるため危険です。 

⚫ 印字部周辺、駆動部周辺は高温になっている場合がありますので注意してください。火傷の原因とな

ることがあります。 

注意 
⚫ 印字部とプラテンローラーを傷付けないよう注意してください。紙送り不良や印字不良の原因となりま

す。 

 

■ 作業開始前にご準備頂くもの 

⚫ 六角レンチセット 

⚫ 定規 

 

 
    

1 コンベヤーの電源スイッチを切ります。  

 

   

2 操作パネルの電源を入れます。 

⚫ 右図の画面が立ち上がったら、操作パネルの左上隅を 2 回

タッチした後、右上隅を 2 回タッチすると設定画面１へ移動

します。 

 

 

    

3 【設定画面 1】で メンテ画面ボタンをタッチします。 

 

 

 
    

4 【メンテ画面】で IOモニタ出力チェックボタンをタッチし

ます。 
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5 【I/Oモニタ画面出力チェック】で MXモータ出力 にタ

ッチし、チェックを入れます。 

⚫ MX モータ、ベルト周辺の安全を確認して下さい。 

 

 
    

6 【I/Oモニタ画面出力チェック】で 出力ボタンをタッチし

ます。 

 

ベルトが回転します。ここからは巻き込み、挟み込みな

どが無いよう、十分に安全を確かめながら作業して下さい。 

 

 
    

7 軸受けプレートのキャップボルト（M4）を軽く緩め、矢印

の方向へ移動、調整できるようにします。 

⚫ 奥側(裏側)にも同じように軸受プレートを固定するキャップ

ボルトが 2 本あります。 

回転しているベルトに触れないよう、また、コネクタ部等

に触れて感電しないよう、十分注意してください。 

 

 
    

8 軸受けプレートの移動によりベルトテンションを調整し

た後、キャップボルトを締め付けます。 

⚫ 目安としては、軸受けプレートの端からファンプレートの端

までを 45mm とします。 

⚫ ユニット全体の組み付け状態により、さらにテンションの微

調整が必要な場合もあります。 

回転しているベルトに触れないよう、また、コネクタ部等

に触れて感電しないよう、十分注意してください。 

 

 

    

9 回転しているベルトが蛇行していないことを確認しま

す 

⚫ 2 本のベルトがカバーと干渉せず、開口部の概ね中央を通

過していることを確認して下さい。 

⚫ ベルトがカバーと接触している場合は、７ へ戻り、軸受けプ

レートの移動、調整により蛇行を修正します。 

※軸受けプレートの移動によりテンションが緩められた側

へ、ベルトは移動(蛇行)します。 

回転しているベルトに触れないよう、また、コネクタ部等

に触れて感電しないよう、十分注意してください。 
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10 【I/Oモニタ画面出力チェック】で MXモータ出力 にタ

ッチし、チェックを外します。 

 

 

 
    

11 【I/Oモニタ画面出力チェック】で 出力ボタンにタッチ

します。 

⚫ MX モータ、ベルトが停止します。 

 

 
    

12 【I/Oモニタ画面出力チェック】で 戻るボタンにタッチ

します。 

 

 

 
    

13 【メンテ画面】で 戻るボタンにタッチします。  

 
    

14 【設定画面 1】で 戻るボタンにタッチします。  
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15 コンベヤーの電源スイッチを入れます。 

⚫ ワークを投入し、ラベルが正常に貼付けられることを確認し

ます。 
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